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はじめに
• 私は「全国学力・学習状況調査」推進論者ではあ
りません。

• 学習指導要領が変わりましたが，「算数・数学の
指導」をどう変えたらよいのでしょうか？

• 「主体的・対話的で深い学び」を視点とした指導
改善を図るためには，「児童・生徒の実態を踏ま
えて」，一貫した方針に基づく指導改善をしてい
かなければなりません。

• 皆さんは，児童・生徒の実態をどう捉え，どのよ
うな方針で授業改善を図ろうとしていますか？
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授業改善を行うにしても，
結局，子どもの実態をどう
捉え，どこに目標を定める
か（何を改善すべき問題と
するか）が問題。

最初の

Problems
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はじめに
• 私は「全国学力・学習状況調査」推進論者ではあ
りません。

• 学習指導要領が変わりましたが，「算数・数学の
指導」をどう変えたらよいのでしょうか？

• 「主体的・対話的で深い学び」を視点とした指導
改善を図るためには，「児童・生徒の実態を踏ま
えて」，一貫した方針に基づく指導改善をしてい
かなければなりません。

• （想定される先生方の問い）児童・生徒の実態と
深い学びに向けた授業改善の方針は？



深い学びを導くために，一般的には
どういうことが必要とされるのか？ 
そして，算数・数学における児童・
生徒の実態はどのようなもので， 
（教科書を反省の鏡として）具体的
指導をどう考えたらよいのだろうか？

今日の主題
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深い学びに関わる素朴な
イメージは….?

今日の主題

・L字型の面積（小４） 

・多角形の外角の和（中２）



今日の主題

ソーヤー, R.K. (2017). 「イントロ
　ダクション：新しい学びの科学」, 

　In R.K.ソーヤー(編), 『学習科学
　ハンドブック〔第二版〕第３巻：
　領域専門知識を学ぶ／学習科学
　研究を教室に持ち込む』(pp.1-13), 

　森敏昭(訳). 北大路書房.

知識の深い学習   vs 

伝統的な教室実践



深い学びに必要なこと(1)

○  学習者が，新しいアイデアや概念を既有
　知識や先行経験と関連づけること

×  学習者は，教材を自分たちが既に知って
　いるものとは無関係なものとして扱って
　しまう



全国学力・学習状況調査(A問題)
• 小学校Ａ問題の例（ (1):H24 ;  (2):H28 )

• 正答率は？

(1) 4.6 - 0.21　　　(2)  4.65 + 0.3

(1) 63.5% 
　愛知公立:56.4%

(2) 77.3% 
　愛知公立:71.8%
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全国学力・学習状況調査(A問題)
• 小学校Ａ問題の例（ (1):H24 ;  (2):H28 )

• 正答率は？

(1) 4.6 - 0.21　　　(2)  4.65 + 0.3

(1) 63.5% 
　愛知公立:56.4%

(2) 77.3% 
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・愛知がどうのこうのというより，子どもに，この程度の
　出来しか，期待しませんでしたか？



３年下（小数の加減） ４年上（小数の加減）
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① 既習には，単位の
　考えと位の考えが
　ある
② 単位の考えでも，
　位の考えでも，
　結局，位は揃える
③ そもそも既習の
　整数計算に帰着
　させよう，という
　考えは，最初に
　出てきて欲しい

３年下（小数の加減） 重要なポイントは
どこだ？



３年下（小数の加減） 子どものまとめの
理想的第一段階
① 整数の筆算と同じよ
うに計算したい

② 0.1を単位と考えれ
ば全部整数の計算に
なる

③ 整数計算の結果は
0.1が単位なので，
それに注意して小数
点を打つ

④ 位を揃えれば，いつ
でもこの考えで計算
できる



３年下（小数の加減） 子どものまとめの
理想型第二段階

① 整数計算にするた
めに，0.1を単位に
した筆算にする

② 整数の筆算をする
③ 0.1が結果の数ある
と考えて，小数点
を打つ



３年下（小数の加減） 子どものまとめの
理想型第三段階

　前２段階を踏まえ
た後であれば，手続
きの目的が消えた左
下の「手続きのみの
まとめ」でもよい
（「事実の記憶と手
続きの実行」だけで
「手続きの構成とそ
の妥当性の理解」が
学習から取り残され
ないように）。



深い学びに必要なこと(2)
○  学習者が，パターンや基礎となる原則を
　探すこと
　→ 算数・数学は，数学自体が，パターンを記述すること
　　 を目指し，少数の原理・原則から多数の事実・手続き
　　 を導くことを旨とする科学・文化なので，一般化や
　　 統合を目指し数学をする・楽しむ授業を行うことが肝要

×  学習者は，事実を記憶し，手続きを
　実行するのみで，理由について理解する
　ことがない



教科書の２位数×２位数の筆算

『わくわく算数３下』pp.86-87
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『わくわく算
数３下』p.88

教科書の２位数×２位数の筆算

・23×30を2桁×1桁の既習で考えるために，
　(23×3)×10とみる。
・だから，23×3をしたときの結果は，十の
　位からかいていく。
・(23×3)×10に戻したときには690だけれど，
　69を十の位からかいているので，一の位
　の0はかかなくてもよい。
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教科書の２位数×２位数の筆算

右は上の見方・考え
方（単位の考えや
計算のきまり）を
働かせた結果の手順
のまとめ



『わくわく算
数３下』p.88

教科書の２位数×２位数の筆算

ま
先ずは

次に

位ごとに分けて計算すると考えやすいので



多数桁×多数桁の筆算の原理

•２位数×１位数の筆算を基礎にするが，アイデアは一貫して「位
毎に分解」「位の値毎の計算」「分配則」の利用（小計を出し
てから総計を出すイメージ）

•ただし，とりあえず23×30の計算ができることは重要で，この説
明は，「23×10の計算をもとにして，((23×10)×3)=690」か
「((23×3)×10)=690」と考えることができるようにする

23×34
23×  4=  92

23×30=690

20×4= 80
3×4= 12

23×4= 92

20×30=600
3×30=  90

23×30=690



20×  4=  80
3×  4=  12 

20×30=600
3×30=  90

23×34=782

こう考えると，教科書
の書き方は，上や右の
書き方の縮約形に過ぎ
ないことが分かる（深
い学びにおける，重要
な気づき）

23
×34

12
80
90

600
782

23
×34

92
690
782

多数桁×多数桁の筆算の原理

23×34
23×  4=  92

23×30=690

20×4= 80
3×4= 12

23×4= 92

20×30=600
3×30=  90

23×30=690

  (20+3)
×(30+4)
　　12
　　80
　　90
　  600
　  782



深い学びに必要なこと(3)
○  学習者が自らの知識を，相互に関連する
　概念システムと統合すること
　→ 算数・数学は科目の内容構成自体が系統性を重視
　　しているので，既習事項との関連づけを行えば，
　　概念システム（算数・数学カリキュラムのシステム）
　　への統合はかなりできるが，有効な関連づけが
　　容易かは疑問

×  学習者は，教材を相互に切り離された
　知識の断片として扱ってしまう



① 既習には，単位の
　考えと位の考えが
　ある
② 単位の考えでも，
　位の考えでも，
　結局，位は揃える
③ そもそも既習の
　整数計算に帰着
　させよう，という
　考えは，最初に
　出てきて欲しい

３年下（小数の加減） 重要なポイントは
どこだ？



東京書籍, 『新編　新しい算数４年下』, H27年度版
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正答率：70.8%　愛知公立:69.3%
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H28 全国学力・学習状況調査(A問題)
３ (1) 一次方程式 x + 12 = -2x を解きなさい。

　 (2) 一次方程式 2x = x + 3 をの左辺と右辺それぞれの xに3を代入
すると，次のような計算をすることができます。

 2x = x + 3 について，x = 3 にのとき，
（左辺）＝ 2×3 = 6　　　（右辺）＝ 3+3 = 6

このとき，この方程式の解についていえることを，下のアからエまで
の中から１つ選びなさい。
ア　この方程式の解は６である。　イ　この方程式の解は３である。
ウ　この方程式の解は３と６である。
エ　この方程式の解は３でも６でもない。



H28 全国学力・学習状況調査(A問題)
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正答率：71.9%３ (1) 一次方程式 x + 12 = -2x を解きなさい。

　 (2) 一次方程式 2x = x + 3 をの左辺と右辺それぞれの xに3を代入
すると，次のような計算をすることができます。
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の中から１つ選びなさい。
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(1)を正答した生徒のうち，54.6%しか(2)で正答していない。



3
(1)

○ × 計

(2)

○ 39.3 8.9 48.2

× 32.6 19.2 51.8

計 71.9 28.1 100

(1)を正答した生徒のうち，54.6%しか(2)で正答していない。

(1)を正答した71.9%のうち，54.6%しか(2)で正答していない。

0.719×0.546 
=0.392574







　もし，このページ以降「そも
そも方程式とは何で，方程式の
解とは何で，方程式を解くとは
どういうことだ？」という観点
で，生徒たちに振り返りを迫る
機会がなければ（計算の仕方と
利用の学習に終始すれば），「方
程式の解」についての理解は，
乏しいまま。
　逆に，中２の二元一次連立方
程式や中３の二次方程式で，よ
り一般的な「方程式とその解」
という観点での概念の統合化が
可能なので，リベンジを忘れず
にする必要がある。



深い学びに必要なこと(4)

○  学習者が対話を通して知識が創造される
　過程を理解し，議論の中の論理を批判的
　に吟味すること

×  学習者は事実と手続きを，教師等の権威
　的存在から伝えられた静的知識として
　扱ってしまう



啓林館, 『わくわく算数５』, p.116, H27年度版

答え
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答え でも，答えは１種類？

「正解はこうだから」という説明だけでOKか？



＋ ＝
2
3 ＋

1
4

3
7＝

これが2/3はよいですか？



＋ ＝
2
3 ＋

1
4

3
7＝

では，これが1/4はよいですか？



＋ ＝
2
3 ＋

1
4

3
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では，これが3/7もよいですね？



＋ ＝
2
3 ＋

1
4

3
7＝

では



＋ ＝
2
3 ＋

1
4

3
7＝

どこがまちがっているのですか？

では



• 正しい式（2/3+1/4=11/12）を示して間違いを正す（悪
くはないが，そもそもそれがなぜ正しいかについての
振り返りはできないかもしれない）

• 見積りから間違いと推論（2/3は半分より大きいので，
1/4を足しても半分より大きいはず）

• 整数で同じ計算をすると，整数計算が破綻することを
指摘（2/1+3/1=5/2？）

• 量分数の意味に基づいて間違いを指摘し（基準の１の
大きさが違っている），標準的計算の正しい説明をす
る 1L 1L 1L



深い学びに必要なこと(5)

○  学習者自身の理解と学習過程を振り返る
　こと

×  学習者は記憶するのみで，目的や自身の
　学習方略を振り返ることがない



啓林館, 『わくわく算数３』, 
H27年度版, p.31

暗算では，
　・上の桁からかけること
　・明示的な分配則の強調
をするエンピツくん
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でも，筆算では
どうでした？
筆算でも，上の
位から計算して
よいの？
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でも，筆算では
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【目的の振り返り】
　筆算は何のために（どういうときに）するの？そして，
　暗算は何のために（どういうときに）するの？
【学習方略の振り返り】
　筆算はどのように学習した？筆算の手順は分かるが，
　筆算の仕組みは学習したかな？筆算と比べて，暗算は
　どのように計算すればよいのかな？

内容・場合に
応じて，学習
の仕方を工夫
できる子ども

目指す子ども像



深い学びに必要なこと(5)
○  学習者自身の理解と学習過程を振り返ること

×  学習者は記憶するのみで，目的や自身の
　学習方略を振り返ることがない

【我々の指導の反省ポイント１】
　我々は学習のまとめを考えてから授業の流れを構想
するが，そもそも，子どもに「まとめ」を任せた場合，
子どもは我々が想定するまとめをしてくれるだろうか？



例えば，授業の最後にこんな発問を
• 今日の問題と目当ては何でした？（あなたのハテナは
何でした？）

• 今日，気づいたこと/分かったこと/できるようになっ
たことは何ですか？（あなたのハテナは取れましたか？
どこで？どうして？どうやって？）

• 今日気づいたこと/分かったこと/できるようになった
ことを，友だちに伝えられるよう，まとめをしてみま
しょう（短い言葉で，順序よく）。

• 次に学習してみたいことは何ですか？（残ったハテナ，
新しいハテナは何ですか？）



深い学びに必要なこと(5)
○  学習者自身の理解と学習過程を振り返ること

×  学習者は記憶するのみで，目的や自身の
　学習方略を振り返ることがない

【我々の指導の反省ポイント２】
　実は，記憶に頼れば学習が成立したかに見える
　内容・問題ばかりを扱い，評価も，そうした評価
　問題にばかりに頼っているのが現状ではないか？



１ 2 3 4 5

(1) 1～5のカードから2枚選ぶ。
(2)  選んだカードで2けたの数を2つ作る。1と5なら

51と15。
(3)  その2けたの数の大きい方から小さい方を引く。

1と5なら，51と15なので，51-15=36。



１ 2 3 4 5

(1) 1～5のカードから2枚選ぶ。
(2)  選んだカードで2けたの数を2つ
作る。1と5なら51と15。

(3)  その2けたの数の大きい方から
小さい方を引く。51と15なら，
51-15=36。

１ 5

１5

3 6



１ 2 3 4 5

【一般化された結果を振り返り，簡潔に表現する】
　「答えは常に９の段の数」
　「答えは常に『９×（２枚の数の差）』」

１ 5

１5

3 6

【一般化されたプロセスを振り返り，簡潔に表現する】
　　　　⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ①
　　　−  ⑩ ① ① ① ① ① 
　　　　　 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨



１ 2 3 4 5

【一般化された結果を振り返り，簡潔に表現する】
　「答えは常に９の段の数」
　「答えは常に『９×（２枚の数の差）』」

１ 5

１5

3 6

【一般化されたプロセスを振り返り，簡潔に表現する】
　　　　⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ①
　　　−  ⑩ ① ① ① ① ① 
　　　　　 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨

こちらの方が難しい（しかし重要）



啓林館, 『わくわく算数５』, H27年度版, 
p.164

折った回数 1 2 3 4 5 6 …
長方形の数 2 4 8 16 32 64 …
折り目の数 1 3 7 15 31 63 …
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啓林館, 『わくわく算数５』, H27年度版, 
p.164

折った回数 1 2 3 4 5 6 …
長方形の数 2 4 8 16 32 64 …
折り目の数 1 3 7 15 31 63 …



　細い紙を，下図のように真ん中で１回折り，折り目を切らない
向きに，折った紙の真ん中を切ります。これを「１回折って切る」
と言います。
　次に，細い紙を，同じように真ん中で折り，もう１回真ん中で
折り（つまり，真ん中で２回折り），折り目を切らない向きに，
折った紙のまん中を切ります。これを「２回折って切る」と
言います（子どもには「折って，折って，切る」がよい）。
　３回折って切ると，また４回折って切ると，細い紙は幾つの
長方形に分かれますか？

１回折って切る ２回折って切る



今日のまとめ
　所謂「アクティブラーニングを視点とした
授業の改善」と言われるところの「児童・生
徒の主体的・対話的で，深い学び」の実現を
めざし，特に，算数・数学科での「深い学び」
を支える授業の在り方について，できるだけ
「児童生徒の実態」と「教科書の指導の実態」
を踏まえて考えてみました。

　「深い学び」を支えるポイントは次頁。



「深い学び」を目指して授業改善で心掛けること

《関連づけ》学習者が，新しいアイデアや概念を既有知識
　　　　　や先行経験と関連づけられるように
《原理探索》学習者が，パターンや基礎となる原則を探す
　　　　　機会を設け，それを励ますように

《統　　合》学習者が自らの知識を，相互に関連する概念
　　　　　システムと統合できるように

《知識創造プロセス》学習者が対話を通して知識が作られ
　　　　　る過程を理解できるように，また議論中の論理
　　　　　を批判的に吟味できる雰囲気を醸成するように

《振り返り》学習者自身の理解と学習過程を振り返ること
　　　　　ができるように


